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H26　AUT （一社）日本建設機械施工協会
中国支部

　（一社）日本建設機械施工協会中国支部は、第 3 回通常総
会を 5 月13日ホテルセンチュリー21広島において本部より
見波理事を迎え、支部団体会員74社の参加のもとに開催し
ました。
　冒頭、河原支部長が「大震災から 3 年が経過し被災地の
復興・復旧が促進されるなか、まだまだ課題も大きい。新
年度予算も年度内に成立し、公共事業関係費も消費増税分
を含めて前年度並みの事業量は確保されたようで順調なスタートと思われる。近日中には「品確法・建設業
法・契約適正化法」の改正案も可決が見込まれる他、公共工事の労務費の引上げ、積算基準類の改正も行わ
れ、雇用の増大、所得水準の拡大へと建設関連産業への強い期待感が感じられるところである。支部活動に
おいても「ICT」を活用した「情報化施工」への積極的な取組みや、災害復旧への支援等を盛り込んだ「情
報伝達訓練」の他、「新技術の活用・促進」に向けた事業活動等を計画的に進めていくので会員のご協力を
お願いしたい。」と挨拶。本部からは、公益法人改革を踏まえつつ、最近の社会的な背景を踏まえて、環境
保全、安全・安心、品質確保・人材育成、建設生産システムの変革の 4 項目を重点項目とした事業を推進し
ていく他、研究所についても「情報化施工」に関連した26年度の事業目標が紹介され、「情報化施工技術の
普及・促進」への取り組みの重要性が強調されました。
　続いて、平成25年度の事業報告・決算報告、平成26年度事業計画（案）・同収支予算（案）の審議が行わ
れ、いずれも原案通り承認されました。平成26・27年度の役員改選では河原支部長を全会一致で再選し無事
総会を終了しました。
　総会に引き続き行われた、平成26年度の「建設の機械化施工優良技術者表彰」では、会員各社から推薦さ
れた 3 部門 8 名の「優良技術者」が紹介され、河原支部長より表彰状を授与されました。
　また、国土交通省中国地方整備局企画部長 足立 徹氏から「国土交通行政の最近の話題」と題した講話が
あり、引き続いて記念講演会では支部相談役の広島大学名誉教授　佐々木　康氏による「地質・地盤と防災
対策」と題した当地域の実情と災害時の影響に関連した講演があり、盛会のうちに終了いたしました。
　今回の優良技術者表彰受賞者は次の方々です。

運転・整備部門

近重　　学：（株）原商 曽我部充生：コマツ建機販売（株）
　　　　　　中国カンパニー広島支店金川　真一：日立建機日本（株）中国支社

竹原　　徹：日本道路（株）中国支店 岡　　実成：日本キャタピラー周南営業所

管 理 部 門 杉原　広晃：五洋建設（株）中国支店 田中　宣晃：（株）技工団

技 術 開 発 部 門 肥田　　孟：東亜道路工業（株）中国支社

河 原 支 部 長 を 再 選

第３回通常総会を開催



情報化施工技術研究会（第４回）を開催
　日本建設機械施工協会中国支部では、去る 2 月27日（木）広島ＹＭＣＡにおいて第 4 回「情報化施
工技術研究会」を開催しました。
　情報化施工技術は平成25年度より一部の技術について使用が原則化され、対象工事も年々増加し認
識が着実に浸透しつつあります。情報化施工技術はそれまでの施工管理方法に比べ効率化、省力化は
もとより精度確保の面に優れた最新の技術で、日々進歩しています。この研究会はそれらに関する最
新の情報を提供し共有する場として、また施工現場での課題
を検討し合う場として設けられ、今後も積極的に展開してい
きます。
　 4 回目となる今回は、施工を経験された方、今後施工を予
定されている方、検討されている方々等から19名（15社）の
参加があり、意見交換のパートでは非常に積極的でかつ具体
的な内容の議論がなされました。
　第 4 回研究会の主な内容を紹介します。
○中国地方整備局施工企画課より
　・ 新たな「情報化施工推進戦略」のポイントとこれまでの

施工実績、効果の検証について紹介
○会員企業へのアンケート調査結果と会員からの情報提供（新技術等の紹介）
　・アンケート回答：23件（施工経験から回答（18社）、想定で回答（ 1 社）、未経験（ 4 社））　
　・㈱ジツタ中国：RTK-GNSSを用いた出来形管理要領（試行案）について
　・西尾レントオール（株）：「ネットワーク型複数台転圧管理システム」について　
○意見交換
　《非常に熱心で活発な意見交換がなされました。》
　・ コスト縮減には機器の他、重機等の排ガス規制も影響（古い機械での対応が困難をきたしている）

同様に、設計データ（ 3 D）の信頼性（精度向上、設計・施工の関連性等）確保に関する諸問題点
　・ 変更時も含めた設計データの取り扱い（元データの信頼性確保、指導者を含めた人材育成が急務）
　・ ランニングコストの低減（故障時の対応や部品等の供給、調達時間の短縮等）について
○次回の開催予定について
　次回はH26年秋頃の開催を予定しています。研究会メニューにふさわしい皆様からの積極的な意見、
議題等の提案をお待ちします。



第34回　新技術・新工法発表会の開催報告
　（一社）日本建設機械施工協会中国支部では、主催事業として支部会員会社で開発した「新技術・新
工法」について、広く関係者の方々に発表・報告できる場として「新技術・新工法発表会」を年 2 回

（春・秋）開催しています。去る 4 月21日（月）に本年度第 1 回目の発表会を情報プラザで開催し、67
名のご参加をいただきました。なお、当発表会は、土木施工管理技士、RCCM、技術士資格取得者の
継続学習制度等の学習プログラムとして認定を受け、参加者に受講証を発行しました。

　発表会では、最初に国土交通省中国地方整備局の津村信昌機械施工管理官より、国土交通行政の最
近の状況について講話をいただいた後、新技術・新工法に関する発表を 4 題、映像を 2 題放映しました。
　なお、発表会の開催にあたり、国土交通省中国地方整備局ならびに技術発表をいただきました企業
の関係者の方々には、ご協力をいただき誠に有り難うございました。
○プログラム（13時15分～17時00分）
　１）講 話 
　　　国土交通行政の最近の状況について：国土交通省中国地方整備局　 
　２）技術発表　
　　①新しい斜面防災技術「ＥＳネット工法」の紹介　NETIS KK-120057-A
　　　（地形改変が少なく樹木を残した斜面防災工法）　：ライト工業（株）西日本支社     71％
　　②ＣＡＴ大型発電機の活用：日本キャタピラー　キャタピラーイーストジャパン（株）     41％
　　　（最大容量2000kVA/50Hz又は2500kVA/60Hzの高速回転ディーゼルエンジン発電装置）
　　③安全管理サイガード　NETIS KK-110050-V　　　 ：（株）建設システム     38％
　　　（災害事例等をインターネット上で管理、作業員の健康管理、重機の点検期限等をシステム管理）
　　④ノップキャリイ工法 　NETIS CG-070017-V　　　：（株）大本組　技術本部     12％
　　　（橋脚等の鉄筋構築において、組み立てた複数段の帯鉄筋を一括して吊り込み組み立てる技術）
　３）映像放映
　　①赤レンガ駅舎　保存・復原の軌跡（東京丸の内駅舎保存・復原工事　総集編）：鹿島建設（株）
　　②アルミニウム合金製ドーム屋根（テレコドーム工法によるアルミドーム屋根の施工） ：（株）フジタ

○参加者の声（アンケート）
　 アンケートにご協力いただきありがとうございました、今後の発表会の開催に活用させていただき

ます。
　①　会場の環境　　　　　良い（35％）　普通（57％）　悪い（ 8 ％）
　②　 内容の理解　　　　　よくできた（26％）　ほぼできた（61％）　出来なかった（13％）
　　　発表時間　　　　　　長い（10％）　ちょうど良い（85％）　短い（ 5 ％）
　③　今後の仕事への活用　活かせる（53％）　どちらともいえない（35％）　活かせない（12％）
　④　 今後の内容　　　　　 安全・安心（22％）　コスト縮減（22％）　環境（25％）
　　　　　　　　　　　　　補修・補強（12％）　情報技術（18％）　その他（ 1 ％）

（アンケート結果）
特に興味があった

発表課題
（複数回答）



「公共工事等における新技術活用システム（NETIS）」の改訂
中国地方整備局企画部施工企画課

1．はじめに

　公共工事等における新技術活用システム（NETIS）は、平成18年度から国土交通省直轄工事で活
用した評価結果を公表する今日のようなシステムで運用してきたところです。しかし、評価がされて
ない技術が多く、活用にあたって、登録されている技術の特徴が判りにくい、活用結果の評価が定量
的に評価を行っているため技術特性に応じた評価がされてないなどの課題も出てきています。
　このため実施要領を改訂し、平成26年4月より運用を開始することになりました。

2．改訂のポイント

1）登録時における技術特製の明確化　　　
　評価に至らないなど評価が進まない技術は、
従来技術や既 NETIS 登録技術と比べ技術の
特徴が判り難いことなどがあります。
　このため申請時に技術特製を明確化し、活
用を促進していきます。　

2）「テーマ設定型（技術公募）」の新設
　従来の活用方式である、「試行申請
型」、「フィールド提供型」、「発注者
指定型」、「施工者希望型」に加え「テー
マ設定型（技術公募）」を新設しました。

3）外部機関の活用による有用な技術の現場導入促進
　新たに地方公共団体等からの推奨技術等の推薦受け入れを行うことで有用な技術の現場導入の促進
を図ります。また、「評価促進技術」を設定し、外部機関より推薦のあった技術の活用・評価を促進
することで有用な技術の現場導入を促進します。

4）新技術の活用後の評価における技術特性の明確化
　これまでは 6 つの項目（経済性、行程、出来形・品質、安全性、施工性、環境）について定量的に
評価を行ってきたため技術特性が反映できないなど課題がありました。このため、定性的（コメント

新技術登録時の取り組み

① 適正な従来技術の設定（妥当性を示す根拠資
料の提示）

② 従来技術に加え、既 NETIS 登録技術（類似
技術）との比較

③技術特性に応じ、新たな評価項目の設定

技術公募の流れ

技術比較結果を、現場での活用に反映
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国土交通省コーナー



重視の）評価方法に改正するとともに、技術特性に応じ調査項目の追加や調査内容の見直しが可能と
なりました。
　また、事後評価をおこなった結果、今後も評価結果が変わるようなことがないと判断される技術に
ついては「評価不要技術」とし、以降活用効果調査表の提出を不要することが可能となりました。

旧新技術活用効果調査表抜粋

調
査
項
目

Ⅰ
経
済
性

・�単位当たりの関係するコスト（施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の
概算コストを比較する。

従来工法 新技術 コスト差

単位数量当たり 0千円

評価点
＝100＋100×コスト差／従来技術コスト（0〜200点）
＝100＋100×　　0／　　　　＝　　　　0　�　（点）

評価項目によっては具体的に数字を算出し（金額、工期）評価

3．おわりにあたって

　国土交通省では、新技術の積極的な活用を推進することで、公共工事のコスト縮減や品質向上など
公共工事を取り巻く諸課題解決のための仕組みとして NETIS の運用を行ってきました。今回の改訂
により新技術がより正確に評価されることにより多くの現場にて新技術・新工法が活用されることを
期待します。
　最後に開発者、施工者、調査設計者各位におかれましては、引き続きご支援御協力をお願い申し上
げます。





必要な情報にアクセスしやすい
メニュー項目にしました。

過去の情報等にアクセスしやすいよう
サブメニューを設置しました。

このたび当支部のホームページをリ
ニューアル致しました。会員の皆様やア
クセスしていただいた方に、より快適に
ホームページを閲覧していただけるよう
に情報を整理し、わかりやすいレイアウ
トに致しました。今後もより充実した
ホームページにしていきます。引き続き
よろしくお願いいたします。



お知らせコーナー
今後の行事予定

日　　時 区　分 行　　　事　　　名 内　　　　　　　　　　　容 備　考

平成26年
10月 7 日㈫ 研 修 会

第65回 「新技術活用現場研修会」
研修場所：仁摩・温泉津道路他　
定　　員：40名

新技術を活用（導入）した工事現場等において、活用（導入）の経緯、効
果、課題等について研修する。
今回の研修場所は「仁摩・温泉津道路」と「石州瓦の製造工場」で、いず
れも新技術、リサイクル技術の取り組み状況について研修する。

会　員

平成26年
10月21日㈫ 発 表 会

第35回「新技術新工法発表会」
会　　場： 広島県立産業技術交流

センター（情報プラザ）
定　　員：100名

会員による会員自社において開発された「新技術・新工法」の発表会。発
表されれば、「中国地方技術開発交流会」への候補として登録される。

会　員
及び

一　般
（聴講）

平成26年
11月上旬 研 修 会

「土木機械設備技術研修会」
場　　所： 広島県内の機械施設を予定 
定　　員：20名

土木機械設備（水門ゲート設備、ポンプ設備、道路付属設備）等の維持管
理に携わる技術者を対象とした「研修会」で、建設後の経年劣化や、故障
履歴、維持管理の実態等について実際の「設備」を見ながら研修する。

会　員

平成26年
11月上旬 研 修 会

「情報化（ICT）施工研修会」
会　　場：山口県内を予定
定　　員：50名

ICTを活用した新しい機械化施工技術である「情報化施工技術」のうち、
平成25年度より一般化された「TSを用いた出来形管理技術」を中心に「3D-
MC（マシンコントロール）技術」「転圧管理システム（GNSS）技術」等に
ついて、実際の工事現場において、「デモンストレーション」を行う「研修会」

会　員
及び

一　般

平成26年
11月中旬 講 習 会

「除雪機械の運転技術講習会」
場　　所：未定 
定　　員：70名

道路管理者、除雪現場の責任者、除雪機械のオペレータ、機械整備関係者
等を対象とした除雪機械に関する基礎的知識および実技指導により、安全
で効率的な除雪機械の運転技術を習得するための「講習会」

会　員
及び

一　般
平成26年
11月下旬

意 見
交 換 会

「意見交換会」
場　　所：未定

中国地方整備局と（一社）日本建設機械施工協会中国支部との「意見交換会」
（提案議題は調整中） 会　員

平成２６年度 「中国地方建設技術開発交流会」の日程が決まりました。
今年度の開催日程は次の通りです。

地 　 　 区 月　　日 場　　所（ 会　場 ）
鳥 取 県 11月 6 日（木） 倉吉未来中心　小ホール
島 根 県 10月23日（木） くにびきメッセ
岡 山 県 10月14日（火） 山陽新聞さん太ホール
広 島 県 10月31日（金） 広島県民文化センター
山 口 県 10月28日（火） 山口県健康づくりセンター

多数の皆様の参加をお願いします。

平成２６年度「建設技術フォーラム２014 in 広島」の日程が決まりました。
　今年度も「エコ・イノベーションメッセ」との共催で「建設技術フォーラム2014 in 広島」が次のとおり
開催されます。多数の皆様の参加をお願いします。
○日時：平成26年11月21日（金）〜22日（土）　○場所：広島県立産業会館・西展示場

編集後記
　23年ぶりにリーグ制覇を狙うカ－プ！　いよいよ終盤戦に入って盛り上がりを見せている。しかし、拙攻
が目立ち厳しいゲーム展開が続いている…がそんな事を言っている場合ではなかった。
　 8 月20日未明、広島市安佐南区、安佐北区で豪雨による大規模土砂災害が発生し、一瞬にして多くの尊
い命を奪い、多くの家屋が崩壊してしまいました。この予期せぬ災害で亡くなられた方々のご冥福をお祈り
し、被災された皆様方に心よりお見舞い申し上げます。被災地ではボランティア有志の方が初日から1,300
人も集結したと報道され、また、高校野球部員もいち早く泥の除去などに取り組んだ事も報道されました。
　先日、出張先のJR駅で国会議員が数名で広島災害の義援金を呼びかけておられました。嬉しくてお礼を
申し上げました。多数の方々の支援に感謝するしかありません。行政は危機管理体制をより強固なものとし、
より早い複旧に全力を注いで頂き、被災者の方々に平穏な生活が一日も早く戻る様にお祈りいたします。
　そして我らがカ－プ！　今年こそ優勝して被災地に元気と勇気そして明るい話題を与えてほしい！！
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